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9割のネットユーザーがセキュリティ対策を実施
資料6-5 -4　個人のセキュリティ対策（複数回答）［2007年-2008年］
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特になし

その他

有害サイトには接続しない
フィルタリングソフトを利用している

接続のためのパスワードは定期的に変更している

パスワードを紙などにメモしないようにしている

個人情報は入力しないようにしている

パスワードをわかりくい文字列にしている

個人情報入力の際にはSSLによる
データの暗号化機能を確認している

個人情報の入力の際にはサイトの
プライバシーポリシーを確認している

OSやアプリケーションのセキュリティパッチを
定期的に更新している（Windows Updateなど）

WinnyのようなP2Pファイル
共有ソフトを使わない

怪しげなサイトのURLには
アクセスしないようにしている

迷惑メールは振り分けの設定をするなどして、
開かないようにしている

心当たりのない相手からのメールには
反応しないようにしている

ウイルス対策ソフトを利用している

2008年
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2007年
N=2,000
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10.3％

10.8％
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16.3％

©impress R&D, 2008個人のセキュリティ対策状況をみると、「特になし」は10.3％であり、9割のインターネットユーザーが何かし
らのセキュリティ対策を行っている。最も実施率が高いのは「ウイルス対策ソフトを利用している」の64. 9％
であり、「心当たりのない相手からのメールには反応しないようにしている」が59.0％で続く。
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迷惑メールの受信経験は61.4％
資料6-5 -5　迷惑（スパム）メールの受信経験［2007年-2008年］

迷惑メールの割合は「〜20％未満」が4割弱と最多
資料6-5 -6　受信メールに占める迷惑（スパム）メールの割合［2007年-2008年］

スパムメールを
受け取ったことがある
スパムメールを
受け取ったことはない
スパムメールが
どういうものかわからない
わからない
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2008年
N=2,000

2007年
N=2,000

61.4％ 17.2％ 8.1％ 13.4％

62.5％ 18.6％ 8.5％ 10.5％
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2008 年
N=1,228

2007 年
N=1,250

ほとんどない

～20%未満

～40%未満

～60%未満

～80%未満

80%以上

わからない

26.3％ 38.3％ 13.0％ 8.6％ 5.0
％

5.7
％

3.2
％

25.1％ 40.2％ 12.3％ 7.7％ 5.2
％

6.7％ 2.8
％

インターネットユーザーが迷惑（スパム）メールを受け取ったことがある比率は61.4％で、受け取ったことがな
いユーザーは17. 2％である。メールソフトなどでの迷惑メール対策も進んではいるが、一度迷惑メールを受
信し出すと半永久的に受信することになるため、受信経験をもつユーザーも昨年からほとんど減っていない。

スパムメール受信経験をもつユーザーに、受信するメール総数に対する迷惑（スパム）メールの割合を聞いた
設問である。「ほとんどない」も26.3％と高いが、「〜20％未満」が38.3％と最も高く、多量の迷惑（スパ
ム）メールに悩まされている状況がうかがえる。
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